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シャツ・カラーの製図法に関する実践的研究
A Practical Study on the Drawing Method of Shirt collar 
島貫真寿美 海 老淳史 佳
Masumi SHIMANUKI Fumika EB!SAWA 
I はじめに
衿は，衣生活にとって必要なものとして考察された衣服とは異なり， デザイン的な意義を持
つものであり，その衣服を装飾することを目的と している。
しかし， めまぐる しい流行の変遷の中にある婦人服のデザインは多種，多様で、あ り，用途も
広範囲であるため，首元を飾る衿の種類も多い。衿はその外形を変化さ2てデザイ ンされてい
るため，基本的な技術面から分類すると多数の種類があるわけではないが，デザイン的にはフ
ァッション性が加昧されるため，細分化すると限り がないのである。
それらの数多い衿の中から，流行に左右されず一般に用いられているシ ャツ・カラーについ
て，感覚や仮縫いにゆだねない基本的な製図方法，素材の厚さに対する増量の把握， 首の形態
と衿つけ寸法など実験により比較検討し，実践しているものの一部を報告する。
H方 法
1.試料
実験に用いた生地は，表地はブロード，デニム（各々綿 100%), ジョーゼッ ト， ツイード
（各々毛100%），ジャガー ド （ポリエステル 100%），ソフトデニム （綿60%，ポリエステル
40%），リ ングツイ ード（毛84%，ナイロ ン16%）の計7種類。
芯地は，毛芯 （毛 100%), （毛95%，絹 5%）の 2種類，パン ピー ス （毛95%，絹 5%）計
31重要買を使用した。
生地の組成，厚さ，密度についで測定した結果は表 1' 2に示すと おりである。
2.測定方法
(1）厚さ
厚さ測定機 （ダイヤルゲージ式） を用い試料の10個所について測定し平均した。
(2）糸密度
試料のタテ，ヨコ3個所から1cm 聞の糸数を計り， その平均値を「本／2 .54cm」の単位に換
算した。
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表 1 資料の性状（表地）
云三1 糸密度（本／2 .54cm) 中且 車識 組成 （%） ）手さIm晴 タテ糸 ヨコ糸
ブロ ド 平 織 キ晶 100 0.24 137.2 67.7 
T ム 綾 織 事鳥 100 0.70 43.6 16.7 
ソフト テ？ニム 綾 織
指南 60 
0.37 108. 8 60. 1 
ポリエステル 40 
ジョーゼソト 平 最強 毛 100 0.67 59.3 59.2 
ツ ィート、 平 手法 毛 100 1.29 20.3 17.8 
リングツイード 平 A抜 毛
84 
1.87 39.8 37.3 
ナイ ロ ン 16
ジャ ガ ー l、 綾 j哉 ポリエステル 100 0 .13 105.8 99. 1 
表2 資料の性状（芯地）
kご（ 糸存j度 （本 ／2 .54cm) 組 議並 キ且成 (%) 厚さ州 タテ糸 ヨコ糸
毛 ，じ、 平 織 毛 100 0.54 43.6 41. 5 
毛 →，u ← 平 織 毛 95 0 .40 47.8 46. 1 
絹毛 5 
ノfンピス 平 織 95 0.3, 48. 7 44.0 車目 5 
3.首回りの計測
写真 lに示すように，計測の基準となる位置に基準点を入れる。
フロン トネッ クポイ ント……前中央の首つけ根位置にあたり，左右鎖骨の中央でややくぼん
でいる位置。
パッ クネッ クポイント ……後ろ中央のはつけ恨位置で＼日7頭株骨にあた り体表面上ーから触
れることができる。
サイドネッ クポイント……首つけ
根回り を側面からみて，首つけ根幅
3) 41 
の中央よりやや後ろ側に寄った位置。
以上の基準点を結んで写真2に示
すように，首つけ根回りにボディ ラ
インをはり， フロ ントネックポイ ン
トからパックネッ クポイントまで写
真 3に示すように左右別々に測定し
た。ボディ全体の計測については，
パターンの研究時に計測ずみである
ので， シャツ ・カラーに関する計測
写真1 基準点を入れる
ー
については，首回りのみとし各自
首の形態など再度確認させている。
メジャーは，5mm幅のテープメ
ジャーまたは自在曲線定規を用い
た。
4.製図の展開
シャツ ・カラーの製図は，求め
る寸法の衿こしが予定どおり立ち，
衿の外回りも落ち着く形にするた
めに，直角線上での上がり寸法を
どのように決めるか，図 1のよう
な製図の展開を行った。
使用寸法は，衿幅の広いもの（前衿幅 7cm, 
後ろ衿幅8cm）と衿幅の狭いもの （前衿幅 5cm 
後ろ衿幅6cm）の二種類とし， 衿こしはそれぞ
れ2cmとした。
(1) ・前と後ろ身頃の肩線をつき合わせ衿ぐ
り線を決める。衿ぐりはデザインにより決める0
・後ろ中央で衿こしを 2cm上If，前の衿つけ止
まりまで自然に低くおさまるよ うにひく 。肩で
の衿こしは，後ろ衿こしの約90%にあたる 1.8
cmとした。
・衿こ しから折り返り衿幅をとり前衿幅と結ぶ。
衿先の方向はデザインにより決めるが，ここで
は衿つけ線に直角にとってある。（図 1一①）
(2) 前と後ろ身頃の衿つけ寸法を計り，横線
に衿つけ寸法，たで線に前後衿幅をとり基本の
写真2 テープをはる
写真3 首の計測
衿を描く 。衿の外回りから衿つけ線に向い切り聞き線を入れる。（図 1－②）
93 
(3) 衿の外回り寸法を，身頃に描いている外回り寸法と同寸にするため，不足分を，切り聞
き線から等分に聞く。（図 1ー ①）
(4）衿の製図をまとめて表現したものである。衿幅の広いもの，狭いもので上がり寸法の差
異を出した。（図 l一④）
5.資料の作り方
2種類の型紙により， 表 1の資料7種類につき縫製を行った。ジャガー ド， ブロード，ソフ
トデニム，デニムについては表布のみで仕上げ，ジョー ゼy ト（パンピ スー芯毛95%，絹5%),
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図1 シャツ ・カラーの製図
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ツイ ー ド （毛芯毛100%），リングツイード （毛芯毛95%，絹 5%）にはそれぞれ芯をすえた。
表衿布，裏衿布，芯布，すべてたて地で裁断した。芯は八刺しでとめ，出来上がり縫い代幅は
0. 7 cmtこ統ー した。
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1.上がり寸法の設定
写真4一①～③は，衿幅の
狭いもの（前衿幅5cm，後ろ
衿幅 7cm），写真 5一①～③
は衿幅の広いもの（前衿幅7
cm，後ろ衿幅8cm）をブロー
ド地で製作した前面，側面，
後面からみたものである。
いずれも予定どおり衿こ し
が立ち，衿の外回りも落ち着
いている。
皿結果と考察
写真4 ① 前面
②側面
③後面
写真5 ① 前面
②側面
③後面
展開した衿の製図を基本の製図に重ね上がり寸法を比較してみると，図2に示したとおりで
ある。ツ イード，リ ングツイードのように厚地になるほど衿つけ線のカーブが深くなり上がり
寸法が次第に多くなって くる。布の厚みの変化に対しての上がり寸法もこのように設定できた。
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表3 素材別による衿外回りの増寸法
(cm) 
「可 衿外回り寸法 衿外回りの増寸法 衿外凶り寸法 衿外回りのI曽寸法8 6 
ン 苛’ ガー ド 56.0 50.2 
フ ロ ド 56.0 50.2 
ソフトテザニム 56.6 0.6 50.2 
j-' ム 59. 7 3.7 51. 6 1. 4 
ジ ョーゼ y ト 60.5 4.5 52.0 1. 8 
") イ ド 63.6 7.3 52.8 2.6 
リングツイード 65.4 9.4 55.4 5.2 
図2 素材別による上がり寸法の比較
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2.打合いと衿幅との関係
写真 6ー ①～⑦と写真 7ー ①～⑦は，上前身頃につく上前衿幅に対して，打合いの上に折り
返る下前衿幅の不足分量をうす地から）I固に表わしたものである。それぞれ上前衿幅と下前衿幅
の差がみられる。素材別に比較してみると，素材のうすいジャガードでは差が少なく一番厚い
リングツイ ー ドではその差が最も大きいことがわかる。また，衿幅の広いものと狭いものでは
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衿幅の上前と下前の差（素材別）
写真6 （衿幅の狭いもの） ① ジャガード 写真7 （衿幅の広いもの）
②ブロード
③ ソフトデニム
④デニム
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衿幅の上前と下前の差（素材別）
写真6 （衿幅の狭いもの）⑤ ジョーゼット 写真7 （衿幅の広いもの）
⑥ツイード
よ
⑦ リングツイ ード
表4 打合いと衿幅との関係 (cm) 
素了、ゴ号 下前衿幅 上前衿！隔との差 下前衿幅 上前衿幅との差7 5 
ジャカ、一 ド 7. 2 o. 2 5. 1 o. 1 
ブ ロ ド 7. 3 0. 3 5. 2 0. 2 
ソ フ ト デニ ム 7. 5 0. 5 5. 3 o. 3 
ア ム 7. 6 0. 6 5.4 0.4 
ジョーゼ y ト 7. 7 0. 7 5. 6 0. 6 
ツ イ ド 7. 8 0. 8 5. 7 0. 7 
リングツイード 8. 0 1. 0 5. 8 0.8 
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いずれの素材とも，広い方にその差が多くみられた。
写真8は，下前の裏衿つけ位置で，衿幅の不足分量を出し，下前の衿幅を広くしたものであ
る。うす地と厚地では，その差がみられる。
表衿側からその形状を写真9でみると，前中央線から衿先の聞きが左右同寸とな り，衿幅が
同形となったことがわかる。製図に表わすと，図3のようになる。
表4は，下前衿幅に上前衿幅との差を増量と して加え，まとめたものである。うす地のジャ
ガードで，衿幅の広いものは 0.2cm，狭いものは 0.1 cmの差で、ごく わずかの増量であるが，厚
地のリングツイ ードは，衿幅の広いものは 1.0m，狭いものは0.8 cmとその差が大であること
がわかる。
衿幅のちがいによる増量については，同素材であっても衿幅の広い方が長さのちがいが明確
になるため，その差が多くなっている。
写真8 下前衿幅の計測
3.首の形態と衿つけ寸法
首回りの計測を行い，各自， 首の形態
を確認させた結果，首の方向や肉づきの
アンバランスな体型が多く ，パター ンの
肩線をつき合わせてみると，左右の首回
り寸法が同寸でないことがわかった。
図4の①のよ うに，左右の衿を別々に
写真9 衿幅同形による衿先の角度
図3 下前衿幅の増寸法
増寸法
製図した結果，図4の②～①に示すように，左右の上がり寸法が異なっている。
首回り寸法の短い方が，上がり寸法が多く ，く りが深くなり， 逆に長い方は上がり寸法が少
なく ，くりは浅くなっている。
このように，首の方向や肉づき，肩の傾斜など左右ア ンバランスな体型に対しでは， 左右同
形の衿型では，一方に無理がかかることから，図4に示すような製図の展開を行ったことによ
りわちつきがみられた。
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図4 「iの形態がアンバランスな製図
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以上，シャツ ・カラーの製図法に関して 7種類の資料をもとに，基本的な製図方法による
上がり寸法の設定，素材と分量との関係，首の形態と衿つけ寸法など比較検討した結果， 次の
ようなことが明らかになった。
① 上がり寸法の設定において，シャツ ・カラーの製図は，直角線上での上がり寸法が多く
なるほど，衿の外回り寸法が長く，衿こしは低くなる。逆に上がり寸法が少なく なるほど，衿
の外回り寸法が短く 衿こしが高くなる。また，衿こしの高さは，衿つけ寸法や衿外回り寸法が
変化すると，その高さも変化すると理解されているが，実際には衿つけ寸法や衿外回り寸法の
変化による衿こしの高さが把握されにくいため，仮縫い時に衿外国りの切り聞きや， つまみに
よっで，衿こ し位置の設定をするなど，仮縫いの感覚にたより指導していた面があった。
そこで，求める寸法の衿こしが予定どおり立ち，衿外回りも落ち着く形にするため，前記，
図 lのような製図方法を行い，資料により製作し試着した結果，ジャガー ド，ブロード， ソフ
トデニムにおいては，予定どおり衿こ しが立ち，衿の外回りも落ち着いたものが出来上った。
厚地のデニムや，芯をすえたジョーゼット， ツイード，リ ングツイードに関しでは，それぞ
れ外回り寸法が不足となった。外回り寸法に増量を加えた衿つけ線は， 布地の厚いものほどま
た，衿幅の広いものほど上がり寸法が大であり， 丸く首ぐりに近づく形となった。
②打合いと衿幅との関係をみると，芯地をすえての縫製や素材が厚くなるにつれ，見返し
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も厚さを増してくる。左右の前衿幅を同寸と しても，上前身頃につく衿幅より打合いの上に折
り返る下前衿幅が不足する。左右衿幅の差に対する素材別の増量については，衿幅の狭いもの
より衿幅の広いものが，いずれの素材の場合いも多く 必要であり，また，うす地のジャガード
では，わずかであったのに対し， 厚地のリングツイ ードでは最も多い増量となった。
③首の形態と衿つけす法に関しては，首回りの寸法や衿の製図は左右対照とは限らず， ま
た衿の幅や衿の形， 素材の厚さな ど，各自のくせや特徴を持った体形な どが影響している製図
とのかかわり が明らかになった。
以上のことから，基本的なシャツ・ カラー の製図について研究し，従来 lつの製図から衿幅
や衿こ し，衿の形など仮縫いによって訂正し， その間，非常に時間を費やしたが，この実験か
ら，各自パターンにより製図が容易に展開されるよう になった。
短大の限られた時間の中で，いかに正確に，また楽し く， 学生を指導する上で仮縫い時間の
短縮など，合理的な方法と考え，今回はシャツ ・カラーの製図に関する基礎を研究したが， 今
後はさらに，首の形と衿の関係について研究を進めたい。
最後に，この研究にあたり，御指導いただきました筒井京子教授に，厚く お礼申し上げます。
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